












































































































害派遣」の資料の問い合わせと、 前々から心に留めていた「 『うみちゃん』からの手紙」を、 実際にこの目でも見たかったからである。当日、徳島での所用を済ませ、列車を何度か乗り継ぎ善通寺へ向かった。 「 『うみちゃん』からの手紙」は丁寧に額縁に納められ （駐屯地各部隊の隊旗が並ぶ）第
14旅団司令部１階玄関ホールの一角に大切に保存・掲示
されてい 。今も、 「うみちゃん」の手紙は、隊員たちの大きな心の支えとなっている。　
東北地方・太平洋沖地震〈衝撃期〉における自衛隊の懸命な救助活動（ 「組織的対応」 、 「組織間対応」 ）の数々は、





























撃期」における捜索・救助に始まり、その後の「被害の査定期」 、 「救助期」 、 「救援期」に亘
わた
って、懸命に被災者の生
























































































こうした対応は、自治体職員と自衛隊との間の「意思疎通」と「組織的対応」 （敢えて、災害社会学 用語を引用すれば、 「組織連関 ）のまずさを表している。　
当時、①自衛隊と②日本社会党（及びその下部組織で
























岩手県釜石市に再派遣され被災地の救援と被災者 生活 援等に当たっている。 ）　
本研究（一連の「いざ、東北










「救助期」及び「救援期」を中心に、主に、岩手県三陸沿岸の重茂半島（宮古市） 、山田町、陸前高田市において、被災者を支え続ける陸上自衛隊第２師団第２偵察隊（重茂半島） ・第２戦車連隊（宮古市田老地区）及び第９師団第９特科連隊（山田町） ・第５普通科連隊（陸前高田市）の「災害派遣」を詳しく見ていく。 今回の現地調査は、自衛隊東京地方協力本部（東京地本） ・本部長小川清史陸将補自衛隊岩手地方協力本部 岩手地本） ・本部長髙橋俊哉１等陸佐、及び第９師団隷下の部隊 援のもとに行われた。 ） （写真１～４）　
今回の「東北地方・太平洋沖地震」は、福島第一原子力























































































































けた。 「やっと東北に来る事が出来た」と思うと、少し緊張がはしった。機内アナウンスで、 「羽田―岩手花巻」間の航空便はすべて「東北」を孤立させないための臨時便であることを知った。ＪＲ等の在来線を始め、新幹線、高速道路、港湾・航路など三陸沿岸 通ずる手段は、すべて甚大な被害を被ってい 災害は、社会の重要な機能を結びつける。言い換えれば、日本中の「目」 （強い関心）が「東北」に集まっている。　「現在、日本航空では少しでも多くの臨時便を東北方面に運行するための対応を行っております。岩手花巻空港到着後、次の出発便の準備作業を短時間で終わらせるために、この便では、イヤホンの提供を控えさせていただいております。どうぞ、皆様 ご理解をお願い致します。 「東北地方・太平洋沖地震」発生に伴い、日本航空は３月
16日
















未曾有の大被害を被った「東北」に大きな励ましを与えたといえよう。前述のごとく、災害は、 （地域や自治体がもつ対応資源を含め 社会の重要な機能を統合させる。そのことによって、 被災地「東北」を救援するための手段が着実に積み上げられていく。　
別の表現を借りれば、災害は、社会の本質や矛盾（弱点）等を赤裸々に映し出すといえる。通常
（社会システムが安定して、 十全に「機能」している状況下では） 、 おもに経済的コストの点からローカル空港の「赤字」の問題が大きく取り沙汰される。しかし、 「空港」は交通網に限りがある地方にこそ必要である。日本航空のとった「臨時便」の「対応」は、この点を明確に浮き彫りにしたのである。因みに、 日本航空が地震発生の３月から５ わたって運航した臨時便（羽田―岩手花巻）の利用者数は、実 ２０，１８０名にも上 （表１） 。　
同空港から東北自動車道を北上しながら、盛岡の自衛隊岩手地方協力本部に向かう。車中、約
50
分弱の行程である。東北自動車道を始め、 港周辺の主要道路も混乱なく機能 いる。途中、副本部長・日野原防衛事務官から、 「一時は、ガソリンなど 不足してい が、 （それも）今は解消して、盛岡市内はおおむね落ち着きを取り戻している。 」等 説明があった。　
同本部到着後、①本部長・髙橋俊哉１等陸佐から、岩手三陸沿岸における第９師団を中心とした
自衛隊の災害派遣の概要と当日のわれわれの行動（ 調査 ）予定について説明が り その後直ち
表 1　日本航空臨時便（羽田―岩手花巻）の運航状況
３月 ４月 ５月
運航数 ３５往復 ８６往復 １６往復










































27日現在で延べ約４， ４００人を診断し、約１， ４３０人に対して巡回診療を実施した。 「地震発生時に
































































44普通科連隊第４中隊（福島市）の「捜索活動」 （ 「災害対応」 ）
の模様を伝えている（写真
10- １を参考） 。









































・ ただし、田老地区を走る国道 45 号線の状況については以下の通りであった。

































挙げて被災地の救援を続けている。 第２師団は、 岩手県での任務 （支援） を終え、宮城県女川町・石巻市・東松島市に移動し、 ５月
18日以降、 被災地住民の生活支




な任務を受け、 岩手 大槌 に部隊を推進、 現地で、 第４施設団 （京都府大久保駐屯地） の指揮下に編入され、６月２日まで瓦礫の除去活動を実施 ６ ３日に原所属 （第２師団） に復帰 （岩手から帰隊） している。 第２施設大隊の帰隊に伴い、 岩手県における 師団の派遣活動は終了した （表２） 陸上自衛隊第２師団は、 「北の守り」 つくわが国最重要師団の一つ（北鎮師団） である 写真
13、 図










（1）行方不明者の捜索 289 名　（４月 27 日終了）
（2）生活支援
　　①　給　食 442,724 食（５月 17 日まで）
　　②　給　水 1,966 ｔ（４月 15 日実質終了）
　　③　入　浴 42,045 名（５月 17 日まで）
　　④　医療支援 1,516 名（４月 28 日終了）
（3） その他
　　①　瓦礫の除去 49,887 立米（５月 17 日まで）
　　②　物資輸送 　（自衛隊ダンプ　約２万台）




















第 15 旅団（那覇） 南三陸地域
＊第 15 旅団は６月 16 日帰隊予定
宮城中部生活支援隊 第２師団（旭川） 石巻・女川












































29年度・早稲田大学特定課題研究「特定課題Ｂ」 （個人研究） 、及び同特定課題研究「基礎助成」 （個





管理研究会）がある。また、 「立正安国論」の学術的分析にあたって「立宗七百六十六年」を迎える日蓮宗・富士門流（ 「日蓮正宗」 ）の日比野慈成ご住職（徳島・敬台寺）から、数々のご指導・ご教示をいただいた。ここに、心より感謝申し上げる次第である。　
本研究は、①平成
29年度・早稲田大学特定課題研究（特定課題Ｂ．個人研究、課題番号、２０１７Ｂ―３４２） 、
及び②早稲田大学特定課題研究（基礎助成、個人研究、課題番号２０１７Ｋ―３５６ の研究助成を受けて行った。

